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前書き 

“DSLスペクトル管理の要件”で、マルチゲージ（複数の芯線種別の組み合わせ）の扱いは

将来課題となっている。 

また、マルチゲージの影響は意外に大きいとの寄書も出されている。 

本寄書は、ＪＪ１００．１０改版に際してスペクトル適合性計算モデル、計算条件にマルチ

ゲージの影響を含めるか否かを、第３版改定に間に合うように、本ＳＷＧで結論を出すこと

を提案するものである。 

 

提案事項 

(ア) ＪＪ１００．１０第３版のスペクトル適合性計算モデル、計算条件にマルチゲージの影

響を含めるか否かを本ＳＷＧで結論を出す。 

(イ) 前項のために、マルチゲージの影響を事前に検証する必要があるか否かの決定。 

(ウ) 前項（マルチゲージの影響を事前検証する）が必要であるとされた場合の検証の方法と

作業分担の決定。 

 

計算による検証例 

下図のモデル（Ｓ２とＸＴ２点で特性インピーダンスＺ１とＺ２の芯線が接続されている）

でマルチゲージの影響を計算した。 

 

 

図 計算モデル 

 

(ア) 遠端漏話に関しては、Ｓ１とＸＴ１およびＳ２とＸＴ２における不整合による影響は相

殺するとみなせる。 
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Ｓ３における不整合による影響は共通である。 

従って、遠端漏話に関しては不整合によるＳ／ＸＴへの影響はないと考えられる。 

(イ) 近端漏話に関しては、Ｓ１とＸＴ３における不整合による影響は相殺するとみなせる。 

Ｓ３における不整合による影響は共通である。 

従って、近端漏話に関してはＳ２における不整合のみがＳ／ＸＴへ影響すると考えられ

る。 

下表にＳ２における不整合によるＳの減衰量、２０ｌｏｇ（２Ｚ２／（Ｚ１＋Ｚ２））

を計算した。 

 

不整合によるＳの減衰量は最大０．５ｄＢ程度であり、スペクトル適合性の計算におけるマ

ージン６ｄＢ（下り信号について）の１０％以下である。 

本計算結果でマルチゲージの影響は軽微であると判断することが可能ならば、 

ＪＪ１００．０１第３版以降は、スペクトル適合性の計算においてマルチゲージ（複数の芯

線種別の組み合わせ）は考慮する必要はない。 

 

０．３２芯線と０．４芯線の接続 ０．６５芯線と０．９芯線の接続 
周波数 

〔ｋＨｚ〕 
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特性インピ

ーダンス

〔Ω〕 

０．４の 

特性インピ
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〔Ω〕 

反射減衰量
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〔Ω〕 

０．９の 

特性インピ

ーダンス

〔Ω〕 

反射減衰量

〔ｄＢ〕 

１００ １３９．２ １３３．８ ０．１７ １２２．４ １１５．９ ０．２４

２００ １２３．２ １２５．５ ０．０８ １１７．０ １１１．０ ０．２３

３００ １１７．７ １２２．１ ０．１６ １１４．２ １０８．８ ０．２１

４００ １１４．４ １１９．９ ０．２１ １１２．４ １０７．５ ０．２０

５００ １１１．４ １１８．２ ０．２５ １１１．２ １０６．６ ０．１９

７００ １０７．６ １１５．９ ０．３１ １０９．６ １０５．４ ０．１８

１，０００ １０３．５ １１３．８ ０．４０ １０８．３ １０４．３ ０．１７

１，５００ ９９．６ １０８．３ ０．３６ １０６．９ １０３．３ ０．１５

２，０００ ９７．２ １０７．２ ０．４２ １０６．１ １０２．７ ０．１４

２，５００ ９５．６ １０６．５ ０．４６ １０５．６ １０２．３ ０．１４

４，０００ ９２．７ １０５．２ ０．５３ １０４．６ １０１．５ ０．１３

（注）各芯線の特性インピーダンスは“既存市内ケーブルの漏話特性と伝送特性”（研究実

用化報告 第２０巻第７号）による。 

 
以上 


